
⚫豊かな自然と
伝統ある歴史・
文化

⚫熊本地震からの
着実な復興

⚫地域コミュニティ
の醸成

熊本市光のマスタープランの進捗状況について
「昼も夜も歩いて楽しめる都市空間の創出」に向けて、夜間景観の理念・方針を示す『熊本市光のマスタープラン』を策定中
今年度内の策定に向けて、現在、本マスタープランの「コンセプト」や「全体構成」を検討しているところ

〔本市の特性・課題〕 〔コンセプト：３つの大切な光の姿〕
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案の作成 パブリックコメント 策定

〇光は、私たちの生活に安全と安心を与えるだけでなく、地域独自の自然や歴史・文化等の魅力を向上し、誇りや愛着、憧れ等を育む役割を持つ。

〇そこで、本市における安全安心で美しい夜間景観の将来ビジョンを明らかにし、官民問わず、市民一人ひとりが意識をもって、

魅力ある夜間景観を創出することで、本市の上質な生活都市の実現を目指すもの。
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２．構成（案）

３．スケジュール

〔目標〕
街並みの情感、質感が洗練され、
熊本市の顔(目鼻立ち)が
より魅力的に伝わるまち

①“基本的な”照明・演出の仕様
・色温度 ・グレア（眩しさ）
・演色性 ・時間帯の配慮

②“新たな魅力を創出する”
照明・演出の仕様

・ゾーンごとの指針
・シチュエーションに応じた照明手法

③マスタープランの考え方の展開
・ケーススタディ
（具体的な場所での事例検討）

コンセプトを具体化する技術的基準を示す
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